
国 宝 ・ 重 要 文 化 財 の 防 火 対 策 等 に つ い て  

 

 

 今 般 、 フ ラ ン ス パ リ の ノ ー ト ル ダ ム 大 聖 堂 で 大 規 模 な 火 災 が 発

生 し 、世 界 的 に 貴 重 な 文 化 遺 産 が 焼 損 し ま し た 。こ の こ と に つ い て 、

大 変 残 念 に 思 う と と も に 、フ ラ ン ス 政 府 と 国 民 の 皆 様 に 対 し 、謹 ん

で お 見 舞 い を 申 し 上 げ ま す 。  

 

 文 化 財 は 、火 災 等 に よ り 滅 失 毀 損 す れ ば 、再 び 回 復 す る こ と が 不

可 能 な か け が え の な い 国 民 全 体 の 財 産 で す 。  

 

 ま た 、 我 が 国 に お い て も 、昭 和 24 年 1 月 に 、現 存 す る 世 界 最 古

の 木 造 建 造 物 で あ る 法 隆 寺 金 堂 で 火 災 が 発 生 し 、 貴 重 な 壁 画 が 焼

損 し た こ と か ら 、 火 災 な ど 災 害 に よ る 文 化 財 保 護 の 危 機 を 深 く 憂

慮 す る 世 論 が 高 ま り 、こ れ を 契 機 と し て 翌 昭 和 25 年 に 文 化 財 保 護

法 が 制 定 さ れ た こ と を 忘 れ て は い け ま せ ん 。  

 

 こ れ ま で も 、関 係 各 位 に お か れ ま し て は 、文 化 財 の 防 火 対 策 等 に

つ い て 各 種 取 組 の 実 施 に ご 尽 力 い た だ き 、 文 化 財 の 適 切 な 管 理 を

図 る た め 、格 段 の ご 努 力 を い た だ い て き た と こ ろ で す が 、改 め て こ

れ ま で 以 上 の 防 火 対 策 等 の 徹 底 を お 願 い し ま す 。  

 

 文 化 庁 と し て は 、こ れ に 関 連 し て 、で き る だ け 速 や か に 、重 要 文

化 財 建 造 物 や 重 要 文 化 財 を 保 管 す る 博 物 館 等 の 防 火 対 策 等 に つ い

て 、緊 急 に 調 査 を 依 頼 さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。ま た 、改 め

て 、 防 火 対 策 の 徹 底 等 に 当 た っ て の 留 意 事 項 等 も お 伝 え し た い と

思 い ま す 。  

 

 文 化 庁 と し ま し て は 、 我 が 国 の 貴 重 な 文 化 財 の 保 護 に 万 全 を 期

し て ま い り ま す の で 、 ご 協 力 方 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

  

平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ ７ 日  

 

文 化 庁 長 官   

別 添 １ 



【文化財名称（ ○○○○ 重要文化財建造物）】

１.自動火災報知設備

→法定点検の結果 （最終法定点検日：

２.消火設備

→法定点検の結果 （最終法定点検日：

点検票（世界文化遺産）

国宝・重要文化財（建造物）の基本的設備である下記の防災設備については，至急
設置状況の回答をお願いします。
なお、消火器を除く消火設備については、確実に作動するか、是非、現地で確認を

お願いします。
設備機能の停止又は不具合がある場合は、下記項目「４」に記載ください。

締め切り ４月２４日（水）

消火設備の設置について、設置されているものに☑を付け、今回の調査結果（問題の有無）を
チェックしてください。義務化されている設備については、最終点検日も記載ください。

平成 年 月 日）

平成 年 月 日）

ある

なし

設置の必要なし

消火器

消火栓

問題あり

問題なし

問題あり

問題なし

問題あり

問題なし
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（ ）

３.避雷設備

４．設備機能の停止又は不具合がある場合、下記へ詳細を記載ください。

設備なし

ある

なし

設置の必要なし

放水銃

問題あり

問題なし

スプリンクラー

問題あり

問題なし

ドレンチャー

問題あり

問題なし

その他消火設備



火災予防段階
Ⅰ．防火対策

１．火災の危険性
①失火

（１） 建造物内部での火気の使用

使用する

使用しない

（２） 消防法によるたき火、喫煙禁止区域の指定状況

区域内にある

区域外にある

②放火
（１） 建造物内部の開放状況

常時開放

一時的開放（昼間或いは期間等を限定して）開放

開放しない

（２） 建造物への接近状況

常時接近可能

一時的（期間等を限定して）接近可能

接近できない

柵等で接近が不可能

木造の覆屋内に納められている

非木造の覆屋内に納められている

展示物等として木造の博物館等に収蔵

展示物等として非木造の博物館等に収蔵

本調査は，重要文化財（建造物）の防火・防犯状況の実態を把握することを目的として行うものですので，現状をそのま
まご回答ください。回答にあたっては該当する箇所に☑を付け，必要に応じて回答を記載してください。
  特に消火器を除く消火設備については、確実に作動するか、是非、現地で確認をお願いします。

なお防火，防犯の観点より，個別の結果についての公表は行いません。何卒，御協力くださるようお願いいたします。

２ 質問事項

１ 文化財名称 【                          】

市町村長が火災の警戒上特に必要があると認める場合に、一定の区域内のたき火または喫煙を一
定期間制限できることを規定しています。分からない場合は市町村の担当者に聞いてください。

※ 回答は棟ごとにご記入ください。

建造物内部はどのように開放していますか。

建造物内部でろうそく、線香、かまど、囲炉裏、厨房設備や暖房設備等の火気を使用しますか。

内部の開放とは不特定の人の出入りが可能である状況とします。常時とは２４時間とし、儀式・行事な
どに限り使用する場合は「 一時的開放」としてください。

建造物が所在する場所は、消防法によりたき火、喫煙禁止区域に指定されていますか。

不特定の人が建造物へ接近できるかについて、お答えください。
「接近できない」の場合は、「接近できない」に☑のうえ、さらにその状況についても☑を付けてくださ
い。

緊急状況調査票(重要文化財（建造物））

別紙１－４
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(3) 建造物が所在する敷地の状況（周辺地区の状況）

常時開放 （例：いつも自由に敷地に入れる場合）

一時的開放 （例：時間・期間を限定して敷地に入れる場合）

開放していない

③延焼
(1) 建造物の周辺状況

木造密集（伝統的建造物群保存地区やその他の保存地区の内部）

木造密集（上記以外）

不燃化が進められている密集地域

上記以外

(2) 建造物の周辺状況（近接建物について）

木造

非木造

木造・非木造両方

不明

④飛び火
(1) 屋根材

可燃性の屋根材 （例：茅、檜皮、こけら等の植物性屋根材）

不燃性の屋根材（例：瓦、金属板等）

不燃性の屋根材で葺かれているが、植物性屋根材に復原される可能性あり

（例：茅葺を鉄板で覆っている場合）

⑤落雷
(1) 当該地域周辺での落雷被害

ある

なし

不明

(2) 避雷設備

ある

なし

設置に必要なし

その他の保存地区とは、「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」による歴史的風
致維持向上計画に基づく重点区域、景観法に基づく景観地区等や、条例に基づく美観地区、景観形
成地区などをさします。分からない場合は市町村の担当者に聞いてください。

建造物の屋根材について、当てはまるものに☑を付けてください。

一部でも可燃性の屋根材が用いられている場合は「可燃性の屋根材」に☑を付けてください。

建造物に避雷設備はありますか。

建造物に近接して建物がある場合、当てはまるものに☑を付けてください。なお近接する建物とは、
約30ｍ程度の範囲を言います。

建造物が所在する敷地の開放状況について、当てはまるものに☑を付けてください。

建造物の周辺の状況について、当てはまるものに☑を付けてください。

避雷設備には建造物に直接取り付けた避雷設備と、建造物が所在する敷地内に柱を建ててこれに
避雷針を取り付け（独立避雷針）てその周囲を保護するものがあります。

建造物が所在する敷地、または周辺での落雷被害はありましたか。

わかる範囲でお答えください。なお、目安として近年３ヶ年以内に所在する市町村に落雷があった場
合を「ある」としてください。
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⑥過去の火災
(1) 当該建造物の周辺での火災の発生

ある

なし

不明

(2) 当該建造物での火災の発生

ある

なし

不明

２．その他

博物館などの展示施設に収蔵されている

本堂や覆屋等の中に収められている

その他

(2)収蔵施設の文化財指定

未指定

その他

(3)収蔵施設の構造

木造

非木造

(4)収蔵施設の屋根材
収蔵施設の屋根材で、当てはまるものに☑を付けてください。

可燃性屋根材（茅、檜皮、こけら等の植物性屋根材）

Ⅱ．警備体制
１．防犯設備

ある （具体例： ）

なし

過去において、周辺で火災が発生したか。

(1)収蔵施設の種類
建造物の収蔵施設の種類について、当てはまるものに☑を付けてください。

その他は、建造物が博物館などの展示施設、本堂或いは覆屋等に納められている場合にお答え下さ
い。

わかる範囲でお答えください。なお、目安として近年５ヶ年以内に火災があった場合を「ある」としてく
ださい。

過去において、（ボヤも含めて）火災があったか。「ある」とした場合は、その対応について記載くださ
い。

国指定重要文化財(建造物）

不燃性屋根材（瓦、金属板等）

地方指定文化財(建造物）

わかる範囲でお答えください。なお、目安として近年５ヶ年以内に火災があった場合を「ある」としてく
ださい。

収蔵施設の構造について、当てはまるものに☑を付けてください。

防犯設備には監視カメラ、センサー等があてはまります。

建造物が収蔵されている施設の文化財指定について、当てはまるものに☑を付けてください。

（ ）

（ ）

（ ）

建造物に対する不審者等を警戒するための防犯設備を設置していますか。
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２．警備要員

常時（24時間体制）いる

開放時間にはいる

警備保障会社等に委託している

警備要員がいない

３．（警備要員がいない場合の）見廻りの体制

所有者等が同敷地内或いは近くに居住

昼夜等時間を定めて巡視

昼間（或いは夜間のみ）巡視

その他

４．夜間及び昼間の監視体制

昼間 【 人】
夜間 【 人】

Ⅲ．訓練の体制
１．訓練の回数

【 回/年 】

２．想定されている災害
（１）想定される火災訓練について

通常火災（失火等）

放火火災

その他（具体例： ）

（２）想定される訓練の出火元についてに

屋内からの火災

屋外からの火災

両方

特に定めていない

３．自衛消防組織

ある

なし

建造物の警備要員について、当てはまるものに☑を付けてください。

昼間及び夜間における火災等の緊急時に対応できる人数をお答えください。

消防訓練を１年間に行っている回数をお答えください。

警備要員とは緊急時に対応できる者とし、寺や神社の職員や民家の所有者等も含めます。また常時
いるとは建造物を常時警備できる体制でいることも含めます。

訓練の際に想定している火災について、当てはまるものに☑を付けてください。

訓練の際に想定している火災の出火元について、当てはまるものに☑を付けてください。

自衛消防組織はありますか。

上記が「警備要員がいない」の場合、建造物の見廻りの体制について、当てはまるものに☑を付けて
ください。
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Ⅳ．想定される火災の要因
１．所有者が危惧する火災の主要因

放火

周囲からの延焼

失火

落雷

修理中の火災

その他

Ⅴ．その他の文化財
１．重要文化財（美術工芸品）

ある

なし

２．史跡、名勝、天然記念物

ある

なし

３．重要有形民俗文化財

ある

なし

国指定の重要有形民俗文化財が近くにありますか。

国指定の史跡、名勝、天然記念物の敷地内に指定建造物がありますか。

国指定の重要文化財（美術工芸品）が指定建造物内部にありますか。

（ ）

所有者が懸念する火災の主要因について、当てはまるものに☑をつけてください。複数回答可
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火災発生時
Ⅰ．防火設備の現状

１．自動火災報知設備

ある

なし

なし（消防署等の指導により設置していない）

２．自動火災報知設備の受信器の設置場所と管理体制

常時人がいる場所に設置されている

（例 24時間人が常駐している防災センターあるいは管理室に自動火災報知設備の受信器が
    設置されている場合、所有者等の住居に設置されている場合）

夜間等一時的に無人になる場所に設置されている

常時人がいない場所に設置されている（例：神社の社務所や近接地の公民館等に設置されている場合）

→対策

その他

３．消火器

ある → （最終点検日： 平成 年 月 日）

なし

４．消火栓設備

屋外にある

消火設備

→ 問題あり 問題なし

消火栓

→ 問題あり 問題なし

放水銃

→ 問題あり 問題なし

ドレンチャー（植物性屋根への飛火・延焼を防ぐため、水幕で建物を包む装置）

→ 問題あり 問題なし

その他消火設備

→内容

屋内にある

消火設備

→ 問題あり 問題なし

消火栓

→ 問題あり 問題なし

スプリンクラー設備

→ 問題あり 問題なし

これらの代替設備であるとなるパッケージ型消火設備

→ 問題あり 問題なし

なし

（ あ ）

上記で「ある」の場合、火災報知設備の受信機が設置されている場所について、当てはまるものに☑
を付けてください。「常時人がいない場所に設置されている」に☑を付けた場合は、その対策を講じ
ている際には、その対策について記載ください。

自動火災報知器はありますか。

全ての重要文化財（建造物）については、自動火災報知設備を設置しなければなりませんが、石塔
等、消防の指導等により自動火災報知設備を設置していない場合は、「なし（消防署等の指導により
設置していない）」に☑を付けてください。

消火器はありますか。「ある」の場合は、消火器の最終点検日も記載ください。

消火栓は整備されていますか。
「ある」の場合は、「ある」に☑を付け、設置している設備にも☑を付けてください。
また、それぞれの設備の動作状況について、該当する状況に☑を付けてください。

（
）
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５．その他の消火設備

ある

動力ポンプ

→ 問題あり 問題なし

可搬式ポンプ

→ 問題あり 問題なし

その他の設備

→内容

なし

消火器、消火栓設備以外の消火設備はありますか。
「 ある」の場合には、「ある」に☑を付け、さらに設置している設備にも☑を付けてください。
また、それぞれの設備の動作状況について、該当する状況に☑を付けてください。

（ ）

6．上記「防火設備の現状 1.自動火災報知設備～5.その他の消火設備」で問題（設備機能の停
止又は不具合など）がある場合は、その詳細を下記へ記載ください。
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7．水利設備
（１）防火水槽

ある

なし

（２）その他の防火水槽

ある

なし

（３）自然水利

ある

なし

Ⅱ．消火活動の困難性

１．消防車等の接近状況

周辺に空地がないために接近が困難

道路が狭隘で消防車両の接近が困難（小型車のみしか接近できない）

消火活動に適した消防水利（消火栓又は防火水槽）まで接近できる

２．消防署からの距離

約 ｍ

約 分

３．消防分団からの距離

約 ｍ

約 分

Ⅲ．地域防災活動の現状

１．近隣住民の協力

あり

なし

２．自衛防災組織

あり

なし

3．ボランティア組織

あり

なし

建造物の所在する場所から消防署までの距離並びに普段の交通事情の到達時間についてお答えく
ださい。

初期消火や避難誘導を支援する、自衛消防団等の活動状況について☑をつけてください。

重要文化財（建造物）専用以外で、重要文化財（建造物）に利用可能な防火水槽（公設の防火水槽
等）はありますか。

重要文化財（建造物）に利用可能な自然水利（河川、池等）はありますか。

緊急時に消防車等が建造物に接近できるか、当てはまるものに☑をしてください。

建造物の所在する場所から消防分団までの距離についてお答えください。

重要文化財（建造物）専用の防火水槽はありますか。
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その他
Ⅰ．防火、防犯対策を行うに当たって望まれること（自由記述）

Ⅱ．独自で特別に行っている対策（自由記述）
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